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１ 平成２２年度決算に基づく健全化判断比率 

（１）総括表 

（単位：％） 

区 分 
実質赤字 

比 率 

連結実質赤字 

比 率 

実質公債費 

比 率 

将来負担 

比 率 

平成 22 年度決算 

健全化判断比率 
― ― 

10.7 

[10.9] 

107.0 

[112.4] 

早期健全化基準 11.97 16.97 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 40.00 35.0 － 

（注 1） 実質赤字額又は連結赤字額がない場合は，「－」を記載している。 

（注 2） [  ]は，平成 21 年度の数値。 

 

○早期健全化基準 

 ・実質赤字比率   11.97％ 

（標準財政規模に応じ，11.25％～15％の間で定めた値） 

 ・連結実質赤字比率 16.97％（実質赤字比率の基準に 5％を加算した値） 

・実質公債費比率  25.0 ％ 

（地方債協議・許可制度における一般単独事業の許可が制限される値）  

・将来負担比率   350.0 ％ 

（実質公債費比率の基準に相当する将来負担額の水準と平均的な地方債の償還年

限を勘案し定めた値） 

 

※健全化判断比率のうちいずれかが早期健全化基準以上の場合 

議会の議決を経て，実質赤字比率は実質赤字の解消を，他の 3 つの比率は早期

健全化基準未満とすることを目標とした財政健全化計画を定め，公表しなければ

ならない。 

 

○財政再生基準 

 ・実質赤字比率   20.00％（旧再建法の起債制限の基準による値） 

 ・連結実質赤字比率 40.00％（実質赤字比率の基準に 20％を加算した値） 

・実質公債費比率  35.0 ％ 

（地方債協議・許可制度における公共事業等の許可が制限される値）  

 

※健全化判断比率のうちいずれかが財政再生基準以上の場合 

議会の議決を経て，実質赤字比率は実質赤字の解消を，他の 2 つの比率は財政

再生基準未満とすることを目標とした財政再生計画を定め，公表しなければなら

ない。財政再生計画は，総務大臣に協議し，その同意を得ない場合は，災害復旧

事業以外の事業の財源として起債を起こすことができない。 
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（２）実質赤字比率 

市税，地方交付税等の一般財源をその支出の主な財源としている一般会計等につ

いて，歳出に対する歳入の不足額（いわゆる赤字額）を市の一般財源の標準的な規

模を表す標準財政規模の額で除したものである。 

（単位：千円） 

ア 一般会計等の実質収支額      ※「一般会計等」＝「普通会計」 

会 計 名 

歳入総額 

 

Ａ 

歳出総額 

 

Ｂ 

歳入歳出 

差引額 

Ｃ(A-B) 

翌年度へ 

繰り越す 

べき財源 

Ｄ 

実 質 

収支額 

 

Ｅ(C-D) 

一般会計 49,567,341 48,696,064 871,277 310,798 560,479 

ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ事

業特別会計 
48,321 48,321 0 0 0 

公共用地先行

取得事業特別

会計 

191,875 191,875 0 0 0 

港湾事業特別

会計 
113,203 97,144 16,059 0 16,059 

土地区画整理

事業特別会計 
230,267 228,617 1,650 1,650 0 

合 計 
50,151,007 

[46,826,755] 

49,262,021 

[46,040,791] 

888,986 

[785,964] 

312,448 

[308,391] 

576,538 

[477,573] 

（単位：千円） 

 イ 標準財政規模 
26,796,252 

[26,671,270] 

 
うち，臨時財政対策債発行可能額 

2,648,714 

[1,582,371] 

（単位：％） 

 ウ 実質赤字比率 － 
(参考)実質収支比率(黒字)2.2％ 

           [1.8％] 

（注） 実質赤字額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

             

 ウ 実質赤字比率 ＝ 

 

 

※ 標準財政規模 ＝ 標準税収入額等＋普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額 

（地方公共団体の通常収入される経常的一般財源の規模を示すもの） 

ア 実質収支額 Ｅ欄の合計 (マイナスの場合のみ) 

イ 標準財政規模 
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（３）連結実質赤字比率 

市のすべての会計の赤字額と黒字額を合算して，市全体としての歳出に対する歳

入の資金不足額を，市の一般財源の標準的な規模を表す標準財政規模の額で除した

ものである。 

（単位：千円） 

ア 各会計の実質収支額及び資金不足額等 

区   分 金 額 備 考 

一般会計等の実質収支額の合計 576,538 
（２）アの 

Ｅ欄の合計 

一般会計等以外の特別会計の実質収支額 60,224 

国民健康保険（事業勘定）特別会計 14,173 

国民健康保険（直営診療施設勘定）特別会計 25,313 

介護保険特別会計 18,663 

後期高齢者医療特別会計 2,075 

老人保健医療特別会計 0 

 

駐車場事業特別会計 0 

実質収支額が赤

字である場合は，

マイナス（△）で

表示 

公営企業会計の資金不足額又は資金剰余額 1,472,129 

水道事業会計 1,472,129 

簡易水道事業特別会計 0 

公共下水道事業特別会計 0 

漁業集落排水事業特別会計 0 

農業集落排水事業特別会計 0 

小型浄化槽事業特別会計 0 

 

土地区画整理事業特別会計 0 

資金不足額があ

る場合は，マイナ

ス（△）で表示 

 合 計 
2,108,891 

[2,293,166] 
 

（単位：千円） 

イ 標準財政規模 
26,796,252  

 [26,671,270] 
 

（単位：％） 

ウ 連結実質赤字比率 － 

（参考） 

連結実質収支比率(黒字)7.9 ％ 

          [8.6％] 

（注） 連結実質赤字額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

 

 ウ 連結実質赤字比率 ＝ 

連結実質赤字額[アの合計](マイナスの場合のみ) 

イ 標準財政規模 



 4 

（４）実質公債費比率 

市の一般会計等の支出のうち，義務的に支出しなければならない経費である公債

費や公債費に準じた経費を市の標準財政規模を基本とした額で除したものの３か

年間の平均値である。 

（単位：千円） 

区   分 金 額 備 考 

ア 
地方債の元利償還金 

（公債費充当一般財源額） 

5,675,955 

[5,551,634] 
繰上償還額を除く 

イ 準元利償還金 
1,296,092 

[1,306,691] 

公営企業債分の繰出金  

一部事務組合負担金 

債務負担行為額    

ウ 
元利償還金・準元利償還金に係る基

準財政需要額算入額 

4,449,651 

[4,682,657] 

基準財政需要額 

・災害復旧費等    

・事業費補正     

・密度補正      

エ 標準財政規模 
26,796,252 

[26,671,270] 
 

 

（単位：％） 

オ 実質公債費比率（単年度） 11.3 
カ H20 11.0％ 

キ H21  9.9％ 

ク 実質公債費比率（３か年平均） 
10.7 

[10.9] 
（オ＋カ＋キ）／３ 

 

 

【算定方法】 

 

                  

オ 実質公債費比率 

 （単年度） ＝ 

 

 

 

                    2,522,396 

       ＝  

                   22,346,601 

 

             ＝   11.3％ 

 

              

ア 地方債の元利償還金  ＋  イ 準元利償還金  － 

ウ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額  

エ 標準財政規模 －  

ウ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 
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（５）将来負担比率 

市の一般会計等が将来的に負担することになっている実質的な負債にあたる額

（将来負担額）を把握し，この将来負担額から負債の償還に充てることができる基

金等を控除の上，市の標準財政規模を基本とした額で除したものである。 

（単位：千円） 

区   分 金 額 備 考 

① 一般会計等に係る地方債の現在高 
65,186,541 

[63,349,986] 
 

② 債務負担行為に基づく支出予定額 
383,738 

[1,681,096] 

他団体の借入金に対

する償還費負担金等 

③ 一般会計等以外の特別会計に係る地方債
の償還に充てるための一般会計等からの
繰入見込額 

20,924,665 
[20,658,743] 

公共下水道事業特別
会計等への繰入見込
額 

④ 組合等が起こした地方債の償還に係る地
方公共団体の負担見込額 

117,060 
[126,817] 

 

⑤ 退職手当支給予定額に係る一般会計等負

担見込額 

8,266,109 

[8,210,176] 
 

⑥ 設立法人の負債の額等に係る一般会計等

負担見込額 

2,678 

[1,366,853] 

損失補償に係る負担

見込額 

⑦ 連結実質赤字額 
0 

[0] 
 

⑧ 組合等の連結実質赤字額に係る一般会計

等負担見込額 

0 

[0] 
 

計  ア 将来負担額 
94,880,791 

[95,393,671] 
 

⑨ 地方債の償還額等に充当可能な基金の残

高の合計額 

11,248,910 

[10,321,946] 
 

⑩ 地方債の償還等に充当可能な特定の歳入 
9,000,218 

[10,241,283] 

住宅使用料，都市計画

税等 

⑪ 地方債現在高等に係る基準財政需要額算
入見込額 

50,706,056 
[50,097,996] 

 

  計  イ 充当可能財源等 
70,955,184 

[70,661,225] 
 

ウ 標準財政規模 
26,796,252 

[26,671,270] 
 

エ 元利償還金・準元利償還金に係る基準

財政需要額算入額 

4,449,651 

[4,682,657] 

基準財政需要額 

・災害復旧費等    

・事業費補正     

・密度補正  

 

 

（単位：％） 

 オ 将来負担比率 
107.0  

   [112.4] 
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【算定方法】 

 

オ 将来負担比率 ＝ 

   

 

 

                     23,925,607 

        ＝  

                      22,346,601  

 

                ＝   107.0％ 

 

 

 

 

ア 将来負担額 － イ 充当可能財源等 

ウ 標準財政規模 － エ 元利償還金・準元利償還金に係る 

基準財政需要額算入額 
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２ 平成２２年度決算に基づく資金不足比率 

一般会計等の実質赤字にあたる公営企業会計における資金不足について，公営企

業の事業規模に対する比率を表したものである。 

 

（１） 総括表                          （単位：％） 

会計名 資金不足比率 

水道事業会計 ― 

簡易水道事業特別会計 ― 

公共下水道事業特別会計 ― 

漁業集落排水事業特別会計 ― 

農業集落排水事業特別会計 ― 

小型浄化槽事業特別会計 ― 

土地区画整理事業特別会計 ― 

経営健全化基準       20.0 ※会計ごと 

（注） 資金不足額がない場合は，「－」を記載している。 

 

（２）法適用企業 

① 資金不足額                         （単位：千円） 

会 計 名 

流動負債 

 

Ａ 

流動資産 

 

Ｂ 

資金不足額 

又は資金剰余額 

Ｃ(Ａ－Ｂ) 

事業の規模 

 

   Ｄ 

水道事業会計 495,256 1,967,385 △1,472,129 2,157,192 

（注１） 流動負債(Ａ)は，控除未払金等の控除額を除いたものである。 

（注２） 流動資産(Ｂ)は，控除財源等の控除額を除いたものである。 

（注３） Ｃ欄がマイナス(△)の場合，資金剰余額となる。 

（注４） 事業の規模(Ｄ)は，営業収益から受託工事収益を除いたものである。 

 

② 資金不足比率                       （単位：％） 

水道事業会計 － 
（参考）資金剰余比率（黒字）  68.2％ 

                              [64.3％] 

（注） 資金不足額がない場合は，「－」を記載している。 

【算定方法】 

 

 ② 資金不足比率 ＝ 

資金不足額 Ｃ (マイナスは,資金剰余額となる。) 

事業の規模 Ｄ 
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（３）法非適用企業 

① 資金不足額 

（単位：千円） 

会 計 名 

歳出額 

 

Ａ 

歳入額 

 

Ｂ 

資金不足額 

又は資金剰余額 

Ｃ(Ａ－Ｂ) 

事業の規模 

 

Ｄ 

簡易水道事業 

特別会計 
321,239 321,239 0 37,589 

公共下水道事業 

特別会計 
3,753,839 3,753,839 0 939,919 

漁業集落排水事業 

特別会計 
65,783 65,783 0 4,900 

農業集落排水事業 

特別会計 
118,221 118,221 0 28,927 

小型浄化槽事業 

特別会計 
101,692 101,692 0 24,289 

土地区画整理事業 

特別会計 
29,200 29,200 0 0 

（注１） 歳入額(Ｂ)は，翌年度に繰り越すべき財源を除いたものである。 

(注２)   Ｃ欄がマイナス(△)の場合は，資金剰余額となる。 

（注３） 事業の規模(Ｄ)は，営業収益に相当する収入から受託工事収益に相当する収入を

除いたものである。 

 

② 資金不足比率 

（単位：％） 

簡易水道事業特別会計 － （参考）資金剰余比率 0.0％ 

公共下水道事業特別会計 － （参考）資金剰余比率 0.0％ 

漁業集落排水事業特別会計 － （参考）資金剰余比率 0.0％ 

農業集落排水事業特別会計 － （参考）資金剰余比率 0.0％ 

小型浄化槽事業特別会計 － （参考）資金剰余比率 0.0％ 

土地区画整理事業特別会計 － （参考）資金剰余比率 0.0％ 

（注） 資金不足額がない場合は，「－」を記載している。 

 

【算定方法】 

 

② 資金不足比率  ＝ 

 

 

 

 

 

資金不足額 Ｃ(マイナスは,資金剰余額となる。) 

事業の規模 Ｄ 
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